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1.  平成23年6月期第3四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第3四半期 37,984 △8.3 6,794 △4.9 6,993 △4.7 4,409 5.6
22年6月期第3四半期 41,405 26.1 7,147 84.4 7,335 75.2 4,174 679.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第3四半期 161.39 ―
22年6月期第3四半期 151.75 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第3四半期 61,705 45,147 73.2 1,677.33
22年6月期 57,100 42,758 74.9 1,560.60

（参考） 自己資本   23年6月期第3四半期  45,147百万円 22年6月期  42,758百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
1 平成23年6月期 第2四半期末配当金の内訳 特別配当 2円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 17.50 ― 22.50 40.00
23年6月期 ― 20.00 ―
23年6月期 

（予想）
23.00 43.00

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,400 △8.3 7,600 0.5 7,950 0.2 4,500 2.9 164.72



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報から得られた判断に基づいており、実際の
業績は、様々な要素により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 
 なお、業績予想の前提となる条件等については、【添付資料P.2「1.当四半期の連結業績等に関する定性的情報（3）連結業績予想に関する定性的情報」
をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「2.その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期3Q 29,102,590株 22年6月期  29,102,590株
② 期末自己株式数 23年6月期3Q  2,186,260株 22年6月期  1,703,512株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期3Q 27,318,547株 22年6月期3Q 27,510,365株
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当第３四半期連結累計期間（平成22年７月１日～平成23年３月31日）の国内建設市場においては、社

会インフラへの公共投資が引き続き低調に推移したことから、依然として厳しい受注環境となりまし

た。 

こうした中、当社グループの受注高は、前年同期比13.7%減の35,418百万円となりました。売上高に

ついては、前期は完成工事高の計上基準変更に伴う基準適用前工事の売上高への影響額が約35億円含ま

れていたため、当第３四半期の売上高は前年同期比8.3%減の37,984百万円となりました。損益について

は営業利益は6,794百万円（前年同期比353百万円減）、経常利益は6,993百万円（前年同期比341百万円

減）となり、四半期純利益は4,409百万円（前年同期比234百万円増）となりました。 

  

各セグメントにおける、受注実績、売上実績及び受注残高は次の通りです。（各実績は外部顧客に対

するものを記載しています。）また、前第３四半期連結累計期間の数値は、新セグメントに基づいて参

考表示しています。 

 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ4,605百万円増加し、61,705百万

円となり、負債は、2,216百万円増加し16,558百万円となりました。主な要因は完成工事未収入金等の

増加と支払手形・工事未払金等の増加によるものです。純資産は、2,388百万円増加し45,147百万円と

なりました。主な要因は四半期純利益の計上によるものです。 

通期（平成23年６月期）の連結業績予想につきましては、平成23年２月10日の第２四半期決算発表時に

公表した数値から特に変更ありません。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

受注実績 （単位：百万円）

区 分
前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年７月１日 
  至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年７月１日 
  至 平成23年３月31日)

国内建設 40,012 34,177（ △14.6%）

その他 1,020 1,241（ ＋21.7%）

合 計 41,032 35,418（ △13.7%）

表中の百分率は、対前年増減率

売上実績 （単位：百万円）

区 分
前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年７月１日 
  至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年７月１日 
  至 平成23年３月31日)

国内建設 40,384 36,743（  △9.0%）

その他 1,020 1,241（ ＋21.7%）

合 計 41,405 37,984（  △8.3%）

表中の百分率は、対前年増減率

受注残高 （単位：百万円）

区 分
前第３四半期連結会計期間末

（平成22年３月31日)
当第３四半期連結会計期間末 

（平成23年３月31日)

国内建設 17,918 13,928（ △22.3%）

その他 ―  ―（     ―%）

合 計 17,918 13,928（ △22.3%）

表中の百分率は、対前年増減率

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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①簡便な会計処理 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法等によっています。 

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営状況等、又は、一時差

異等の発生状況に著しい変化が認められた場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっています。

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

（資産除去債務に関する会計基準等） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しています。 

これによる当第３四半期連結財務諸表に与える影響は軽微です。 

  

（たな卸資産の評価方法） 

従来、たな卸資産（未成工事支出金除く）については、先入先出法による原価法（収益性の低下に

基づく簿価切下げの方法により算定）によっていましたが、会計業務の効率化を図るため、第１四半

期連結会計期間より総平均法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）に

変更しました。この変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微です。 

  

（費用計上区分の変更） 

従来、支店及び営業所で発生する受注工事に直接関連しない営業費用については販売費及び一般管

理費に計上していましたが、第１四半期連結会計期間より工事原価に計上する方法に変更しました。

これは、受注工事に直接関連しない営業費用についても、生産活動に伴う費用と認識し、個別工事

に配賦する管理方法を採用することにより、工事原価管理のより一層の徹底を図るとともに、連結財

務諸表のより適切な表示を行うための変更です。 

この結果、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期連結累計期間の売上総利益は1,432

百万円減少し、販売費及び一般管理費は1,438百万円減少しています。また、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ、5百万円増加しています。 

  

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第３四

半期連結累計期間では「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しています。 

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 5,730 7,040

受取手形・完成工事未収入金等 19,397 11,960

有価証券 8,016 10,460

未成工事支出金 45 92

その他のたな卸資産 598 631

繰延税金資産 363 39

その他 1,465 1,504

貸倒引当金 △158 △123

流動資産合計 35,460 31,604

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,906 3,804

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 195 238

土地 8,706 8,706

建設仮勘定 2 87

有形固定資産合計 12,810 12,835

無形固定資産 58 59

投資その他の資産   

投資有価証券 10,120 8,870

繰延税金資産 1,602 2,053

その他 1,807 1,883

貸倒引当金 △153 △208

投資その他の資産計 13,376 12,599

固定資産合計 26,245 25,495

資産合計 61,705 57,100
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 9,538 7,967

未払法人税等 1,781 1,894

未成工事受入金 1,303 1,054

引当金 406 73

その他 1,903 1,921

流動負債合計 14,935 12,912

固定負債   

退職給付引当金 1,319 1,136

役員退職慰労引当金 27 26

その他 276 265

固定負債合計 1,623 1,428

負債合計 16,558 14,341

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 36,013 36,013

利益剰余金 11,078 7,833

自己株式 △3,742 △2,844

株主資本合計 48,348 46,002

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △43 △91

土地再評価差額金 △3,121 △3,121

為替換算調整勘定 △35 △30

評価・換算差額等合計 △3,201 △3,243

純資産合計 45,147 42,758

負債純資産合計 61,705 57,100
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 41,405 37,984

売上原価 30,495 29,036

売上総利益 10,909 8,948

販売費及び一般管理費 3,761 2,154

営業利益 7,147 6,794

営業外収益   

受取利息 89 96

受取配当金 19 24

その他 97 107

営業外収益合計 206 228

営業外費用   

支払手数料 10 10

その他 8 19

営業外費用合計 19 29

経常利益 7,335 6,993

特別利益   

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 － 7

投資有価証券償還益 － 555

その他 0 0

特別利益合計 0 563

特別損失   

固定資産除却損 － 16

投資有価証券評価損 101 －

投資有価証券売却損 67 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5

その他 60 －

特別損失合計 229 22

税金等調整前四半期純利益 7,106 7,533

法人税、住民税及び事業税 2,951 3,080

法人税等調整額 △20 44

法人税等合計 2,931 3,124

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,409

四半期純利益 4,174 4,409
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 7,106 7,533

減価償却費 232 277

固定資産売却損益（△は益） △0 △0

固定資産除却損 44 6

投資有価証券評価損益（△は益） 101 －

投資有価証券償還損益（△は益） － △555

有価証券売却損益（△は益） △12 －

投資有価証券売却損益（△は益） 67 △7

貸倒引当金の増減額（△は減少） 79 △19

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △49 △44

賞与引当金の増減額（△は減少） 456 353

退職給付引当金の増減額（△は減少） 180 183

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 0 4

工事損失引当金の増減額（△は減少） 3 19

受取利息及び受取配当金 △109 △121

売上債権の増減額（△は増加） △10,749 △7,436

未成工事支出金の増減額（△は増加） 2,870 47

たな卸資産の増減額（△は増加） △108 32

その他の資産の増減額（△は増加） △28 82

仕入債務の増減額（△は減少） 2,194 842

未成工事受入金の増減額（△は減少） △473 248

その他の負債の増減額（△は減少） 30 147

その他 △11 △37

小計 1,823 1,556

利息及び配当金の受取額 105 127

法人税等の支払額 △2,682 △3,560

営業活動によるキャッシュ・フロー △752 △1,875

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △500 －

定期預金の払戻による収入 － 500

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △3,675 △5,356

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による
収入

1,278 4,481

有形固定資産の取得による支出 △2,578 △247

有形固定資産の売却による収入 0 0

貸付けによる支出 △5 △2

貸付金の回収による収入 11 7

その他 △6 1,019

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,475 402

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △933 △1,134

自己株式の取得による支出 △911 △898

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,845 △2,033

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,074 △3,509

現金及び現金同等物の期首残高 17,550 12,444

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,475 8,934
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該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しています。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

す。 

当社グループは、地域及び事業内容別に連結子会社を置き、土木建築工事及び製品の製造及び販売

に関する事業展開をしています。 

従って、当社グループのセグメントは連結子会社別であり、事業活動の内容及び経営環境に関して

適切な情報を提供するため、事業形態の類似する複数セグメントを集約し、「国内建設」を報告セグ

メントとしています。 

「国内建設」は公共構造物の補修補強工事及び製品販売を主な事業内容としています。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
（注)１ その他には、「海外建設」、「製品製造事業」を含んでいます。 

２ セグメント利益の調整額の内訳は次の通りです。 

 
（注）グループ全体の経営管理に係る一般管理費です。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

  

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

（単位：百万円）

報告セグメント その他
(注１)

合計
調整額 
(注２)

四半期連結損益
計算書計上額 

(注３)国内建設

売上高

(1)外部顧客への売上高 36,743 1,241 37,984 － 37,984

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

10 2,616 2,627 △2,627 －

計 36,754 3,857 40,611 △2,627 37,984

セグメント利益 6,315 447 6,762 31 6,794

金額
（百万円）

セグメント間取引消去によるもの 138

セグメントに配分していない全社費用(注) △109

その他の調整額 2

計 31

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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